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CGviewとEGSの関係
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 CG体系データ作成

.data .CSV
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粒子軌跡
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コ ド作成の簡略化コード作成の簡略化

シミュレーション可視化



CGview使用方法

コマンド実行コマンド実行

>egs5run ucnaicg
→egs5job.pic作成

CGview>ファイル>体系・飛跡データ読込

→egs5job.pic読込



CG形状

• 14種類の形状を使用可能

– 直方体(RPP)、円柱(RCC) 、球(SPH) 、円錐台(TRC) 、トーラス(TOR)
、楕円柱(REC) 、楕円錐(TEC) 、楕円球(ELL) 、三角柱(WED) 、四角
柱(BOX)、多面体(ARB)、平面(HAF)、六角柱(HEX)、一般楕円体柱(BOX)、多面体(ARB)、平面(HAF)、六角柱(HEX)、 般楕円体
(GEL)

– CGview manual P: 39～48参照

例

• これらの形状を組み合わせ目的となるシミュレーション体系を作成する



体系データ作成

CGview>ファイル>体系データ作成CGview>ファイル>体系デ タ作成



体系データ作成 (形状情報)

• 形状記号：使用したい形状の指定

• 形状番号：作成する形状の番号形状番号：作成する形状の番号

• 形状パラメータ：形状を定義するために必要なパラメータ、入力す
べきパラメータは形状毎に決められている

• CGview manual P: 39～48参照



領域設定

• 形状情報で定義した立体を重ね合わせシ• 形状情報で定義した立体を重ね合わせシ
ミュレーションで使用したい領域を設定

重ね合わせには論理演算を用 る• 重ね合わせには論理演算を用いる

形状記号：RCC 形状記号：SPH形状記号：RCC
形状番号：1

形状記号：SPH
形状番号：2

領域指定：1 OR 2



論理演算 (ベン図)

1 2 1 2

I J

領域I = +1 +2 領域J= +1 OR +2領域I 1 2 領域J 1 OR 2

1 2 1 2

K L

領域K = +1 -2 領域L = -1 +2



体系データ作成 (領域情報)

• 領域番号：自動的に作成される• 領域番号：自動的に作成される

• 領域設定：形状番号を用い論理演算で指定

*体系外(Discord)の領域は最後に設定( )



体系データ作成 (物質番号)

• 物質番号：.fコード(STEP2)
より定義されている値を使用
するする

*物質番号=0はコードに関わら
ず真空 (Vacuum)

• 物質番号1： NAI
• 物質番号2： AL( )
• 物質番号3： QUARTZ
• 物質番号4： AIR-AT-NTP



ucnaicgv.data



実習

• 以下の立体をCGviewを用いて作成し、 ３次元表示で確認せよ。

– 球(SPH)：半径5cm 原点中心

– 円柱(RCC)：半径4cm 高さ5cm X軸中心 原点に底面の中心

円錐台(TRC)：上面半径2 底面半径3 高さ5– 円錐台(TRC)：上面半径2cm 底面半径3cm 高さ5cm
Z軸中心 原点に底面の中心

• cgnaicgv.dataをCGviewで開き形状パラメータを調整しALカバーの厚さ
を0.5cmに変化させよ。また、.picを作成し粒子軌跡を表示させよ。



実習

• 次の形状の検出器体系を組め

– 有感領域は直径3cm、長さ3cmの円柱。物質番号1
– その外側に厚さ0.2cmのカバー。物質番号2

その外側に直方体の追跡終了領域 物質番号0– その外側に直方体の追跡終了領域。物質番号0
– 各立体、領域、物質をCGviewで表示し、妥当性を確認せよ。

*Cgviewで体系データを作成すると、拡張子が.geoとなる.dataと変換しg g
コードを流す。 例：test.geo → test.data


